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月例会が開催されました 

３月の月例会が開催さ

れました。あっという間に

3月ですね。 

先日まで行われていた

「ひなのまつり」も、みな

さまのご協力のもと、無事に終わりました（報告は

後半に記載）。気候も幾分暖かくなり、段々と外に出

かけるのにも、心地よい季節となりました。 

幻の東京五輪 

 先日、第23回冬季大会であるソチオリンピック

が終了しました。それに伴い、今回は、オリンピッ

クにまつわるお話です。 

●「幻の東京五輪」決定号外 

 昨年、12月にガイド青木さんより、12月7日

付夕刊14面において『「幻の東京五輪」決定号外』

という記事があることをご紹介いただきました。こ

こでは、日本人初の国際オリンピック委員を務めた、

嘉納治五郎の1940年東京五輪決定に当たっての発

言内容などが紹介されています。 

●嘉納治五郎の発言について 

  新聞で紹介されていたのは、

ごくわずかでしたが、当時の

号外を調べてみると、記載さ

れていた嘉納治五郎の発言の

全容が分かります。 

読み解くと以下のとおりとなります。 

「開票までの形勢は接戦と見られてゐた。今日午餐會

でお茶の時に、日本に関係利害のない國の人までが皆

私に冬季競技の棄権を勧めた。そこでこの會に訣席
け つ せ き

し

た副島伯と相談の結果冬期競技を強く主張せぬこと

を述べた譯
わ け

だ、これが果して各國の同情を惹いたらし

く開票の結果は意外の大勝となった、私が生んだ日本

のオリムピツク・ムーヴメントは遂に實を結ぶことが

出來た、思へばロサンゼルスで故岸博士と東京開催を

申込んだ當
と う

時
じ

は到底來るとは思へなかつた。これとい

ふのも故岸博士以來日本體
た い

協
きょう

及び各方面の人達が日

本のスポーツをこヽまで盛んにしてくれたお蔭で深

く感謝する。東京で開くとなった以上あくまで世界に

模範を示さねばならない（網掛けの部分が新聞掲載記

述です。）従來のオリムピツクは欧米だけで開催され

オリムピツクの眞の意義を發揮出來なかつたが次回

の第十二回大會は東京で行ふ事になりこれによつて

眞に世界的なものとなると同時に日本の眞の姿を外

國に知らせることを得るので二重に愉快である」と、

このように、発言内容が記載されており、嘉納の五輪

に対する期待や思いが読み取れます。 

●嘉納の最期 

 昭和11（1936）年には、

東京五輪の招致に成功しまし

たが、戦争悪化に伴い、東京

五輪は幻となりました。昭和

13（1938）年、カイロでのIOC総会の帰り、横浜

へ向かう氷川丸船内で、嘉納はその生涯を閉じました。 

●最後に… 

 国際オリンピック委員として活躍した嘉納治五郎

が、かつて我孫子に別荘を構え、村川堅固達と交流を

持っていたことを考えると、オリンピックもまた新し

い角度で見ることができるのではないでしょうか。 

2020年の東京五輪まではまだまだ時間がありま

すが、開催された暁には、嘉納治五郎のことを含めて、

また新しい発見があるかもしれませんね。 

ご紹介くださった青木さん、ありがとうございました。 

連絡・意見交換など 

●来荘者用アンケートについて 

  ・1月月例会で、ご提案をいただいた来荘者用 
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アンケートについて、4 月より新しいアンケート

を新館に置くので、記入欄等に関して、何かあり

ましたら、またご意見ありましたら、ガイド日誌

にお書き入れください。 

●ポット、お茶などの設置について 

・ガイドの皆さんに、ポット（ティファール）、お茶、

紅茶、コーヒーなどのご用意をさせていただきまし

た。母屋台所に置くこととしますので、適宜ご利用

していただければと思います。 

●新館の灯篭修理について 

・新館にある灯篭を、この度修理することになりま

した。期間未定ではありますが、近日中に修理に

出す予定です。（3月11日より修理中です。） 

●冬時間について 

・２月 1６日までで、冬時間を終了とさせていただ

き、ひなのまつり開催からは、通常通りの午前

9:00～12:30、午後 12:30～16:00 までの当

番時間に改めて戻すこととします。当初、2月中

旬までとお話していたところでしたが、きちんと

ご周知するのが遅くなってしまい、申し訳ありま

せん。よろしくお願い致します。 

●旧村川別荘への地図について 

・「ひなのまつり」にご来荘していただくお客様複数

より、旧村川別荘への行き方がわからないと言わ

れました。ポスターやチラシ等、概略図での紹介

が多いので、詳細地図があればと思いました。 

●雛壇について 

・展示してある七段飾りの雛壇の年代をよく聞かれ

たのですが、詳細がわかればありがたいです。 

→寄附をいただいた方のご年齢から察して、昭和30

～40年代のものということしかわかりません。 

●庭園だより紹介 

・別添資料に沿って、説明いたしました。 

「ひな手縫い教室」 

2月22日(土)午前9時より、大

雪のため延期になった「ひな手縫い

教室」（2回目）が実施されました！

この日の参加者は6人。新館のスペ

ースをゆったり使って、思い思いの手作り雛を作る

ことができました。＼(^o^)／ 

「ひなのまつり」 

 2月18日（火）～3月9

日（日）まで、「ひなのまつり」

が開催されました。 

今年は、昔懐かしい遊びを

体験できる手遊びコーナーを

設けました。その結果、子どもはもちろんのこと、

大人の方にもたくさん足を止めていただきました。

とても評判がよかったです。その結果、今年は、お

客様全体を通して、つるし雛にも感動される方が多

い以上に、子どもも多く来たのではないかと振り返

ります。とても良い3週間となりました。（来荘者合

計1526名） 

プレイベントの準備から「ひなのまつり」本番ま

で、鷲見さんの多大なご協力があり、イベント成功

を収めることができました。ご協力くださった、鷲

見さん、ガイドのみなさまはじめ、関わってくださ

ったみなさま、本当にありがとうございました。 

２月の来荘者数 

平成26年2月の来荘者数は、1006人でした！ 

平成25年2月 882人 

平成24年2月    0人（工事期間中のため） 

平成23年2月 950人 

「ひなのまつり」の効果もありまして、2 月は合計 1000

人を超える来荘者数を数えました！(^_ )̂/ 

ようやく、季節は暖かくなり、お散歩にも最適な時期となり

ます。より多くの方のご来荘をお待ちしたいと思います♪ 

次回の月例会は・・・ 

次回の月例会は４月1日（火）9時３０分から旧

村川別荘新館で開催します。 

 季節は巡り、まもなく本格的な春がやってきます。

今年の桜の開花は、いつ頃になるでしょうか。花粉

症なども流行っている時期ではありますが、季節の

変わり目、ご体調にはくれぐれもお

気をつけてください。(*^_^*) 
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月例会が開催されました 

４月月例会が開催されました。今年

度もどうぞよろしくお願いします。 

さて、待ちに待った春がやってきま

した。気づけば季節は春本番を迎えて

います。桜前線も、順調に北へと進ん

でいますね。写真は本庁舎の桜です。 

やはり、桜を見ると日本人であることを実感させ

られますね。(*^_^*) 

千葉県北西部地区文化財発表会 

 今月は２月１日（土）に開催されました千葉県北

西部地区文化財発表会の内容です。８回目となる今

回は“文化の絆～モノとヒトとの出会い～”という

テーマのもと、各市による発表が行われました。 

我孫子市は「ガラパゴス古墳」と題し、根戸船戸

古墳群の紹介を行いました。今回は、その一部を抜

粋してお届けします。我孫子の古墳について、新し

い視点で勉強する貴重な機会となりました。 

●古墳と前方後円墳 

 古墳とは、およそ３世紀半ばから８世紀初頭（古

墳時代）に権力者の墓として作られた塚のことです。

塚（墳丘）の部分を平面的に見て「円墳」「方墳」

「前方後円墳」「前方後方墳」などに分類されます。 

 全国で数十万基作られたとされる古墳のほとんど

は円墳で、前方後円墳は５００基ほどであり、希尐

性があります。古墳時代後期の６世紀以降になると

畿内では作られなくなりますが、関東地方では７世

紀中頃においても前方後円墳が作り続けられ、現在

印旛郡栄町の浅間山
せ ん げ ん や ま

古墳が日本最後の前方後円墳と

されています。 

●根戸船戸古墳群の「変な形の古墳」 

 根戸船戸古墳群は、現在の我孫子市白山３丁目付近

の手賀沼を見下ろす丘の上にあった古墳群です。昭和

４０年代まで

は田園風景の

中に６基の古

墳があり、現

在も、私有地

と公園内に１

基ずつ残って

います。 

これらの古墳に

ついて、昭和５３

（１９７８）年に

５基の発掘調査を

行いました。墳丘

が残っていた２・ 

３・６号墳は、前方部と後円部の明瞭なくびれ部がな

く、変な形をしています。類例は知られておらず、手

賀沼沿岸の一地域に限られています。 

●「変な形の古墳」の系譜  

 なぜ、このような変な形の古墳になったのでしょう

か？これは、前方後円墳から特異に進化したものと考

えられます。古墳時代前半、埋葬施設は後円部の頂上

にあり、前方部で埋葬儀式を行っていた人々は前方部

に登って後円部を見ていたと思われます。つまり、「前

方部からいかに後円部が見えるか」が古墳づくりのキ

モだったのです。一方で、古墳時代後半以降は横穴式

石室が本格的に採用され、埋葬の儀式は横穴式石室の

墓前で行われるようになり、人々は古墳を横から眺め

ることになります。このようなことから、「前方後円

墳にこだわらずとも、横からの見場が大事である」と

考えた結果、横から見ると立派な古墳になりますが、

上から見ると前方後円墳とは似ていない「変な形の古

墳」になってしまったのではないか…これが、 

特定地域内において、特異に進化したすなわち 
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根戸船戸３号墳（あびこ電脳考古博物館HPより） 

横穴式石室（上から見たところ） 
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ガラパゴス化した「変な形の古墳」=「ガラパゴス古

墳」ができあがるという図式です。 

●「ガラパゴス古墳」の示すこと 

 「ガラパゴス古墳」の作り手

が最も重視することは、共同体

の外からどう見えるかではなく、所属する共同体のな

かで「いいね！」と共通認識が得られるかどうかです。

「いいね！」と言われれば、エスカレートして「変な

形」になる…若者の流行とも似ています。 

伝統的な前方後円墳の形にこだわらないと「いい

ね！」と言ってもらえなかった地域では、７世紀中頃 

になっても、一部では前方後円墳を作っていたのです。

ガラパゴス化と伝統重視、どちらを選択するかは、土

地柄や人々の気質の違いであり、そしてそれは政治状

況の違いでもあります。隣り合う相馬（我孫子周辺）

と印旛では異なっているのがその例です。 

「ガラパゴス古墳」の存在を考えると、古墳時代の

人々が古墳のどこを正面として眺めていたのか、「古

墳をめぐる景観」をもう一度考えてみてもよいのかも

しれません。 

連絡・意見交換など 

●旧村川別荘だより 

ツバキやタチツボスミレなど、多くの花が咲いて

いました。最近では、ウグイスも見ることができ

ました。 

●我孫子市民フェスタ２０１３第５回分科会連絡会

議報告 

・我孫子市民フェスタの報告書があるので、ぜひ参

照してください。 

→旧村川別荘用として１冊置いてあります。 

・我孫子市市民活動サポート委員会が、あびこ市民

活動ステーションの指定管理者導入に伴い解散す

ることとなりました。 

→今後はNPO 法人ACOBA が運営し、「市民活動

メッセ」という事業を行います。平成２６年８月

２０～２１日に市民団体の交流を目的としたイベ

ントを予定していますが、我孫子市民フェスタの

代替ではありません。参加費も5000円ほどかか

る見込みです。 

→今後の推移を見守ることにします。 

・結論として、我孫子市民フェスタは今年度実施し

ないこととなりました。今までのみなさんのご参

加、ありがとうございました。 

●日誌から読み取れる来荘者統計について 

・平成２５年度の統計について、現在染野さんにご

協力をいただき集計中です。 

→５月月例会にはガイドのみなさんにフィードバッ

クできると思います。 

●村川のシルバーさんについて 

・４月からシルバーさんが代わるとのこと、メンバ

ーを知りたいです。 

→２月いっぱいで鈴木さんがお辞めになり、３月い

っぱいで中村さんもお辞めになることに、藤野さ

んは別の場所へ異動となりました。 

→鴨志田さんが今後数か月延長して在籍していただ

くことになり、３月より山口さん、４月より上野

さん、小池さん、以上３名の方が、新しく村川に

勤務することとなりました。 

新年度のご挨拶 

４月より、新年度となり尐し体制が代わりました。

鈴木主幹が異動となり、須藤主査長が課内異動に伴

い、歴史文化財担当となりました。西沢課長、辻、

工藤、田中は変わらずです。今年度も、改めてよろ

しくお願い致します。(*^_^*) 

３月の来荘者数 

平成２６年３月の来荘者数は、７９７人でした！ 

平成２５年３月 １,１１２人 

平成２４年３月     0人（工事期間中のため） 

平成２３年３月 １,２０８人 

３月は、ひなのまつりも行われた結果、多くのお

客様にご来荘いただきました。4 月以降もたくさん

の来荘者の方に来ていただきたいです。＼(^o^)／ 

次回の月例会は・・・ 

次回の月例会は５月1日（木）9時３０分から旧

村川別荘新館で開催します。 

 桜前線は、赤ちゃんのハイハイほどの

速度で北上するそうです。まだゴールはし

ていないようですが、次回の月例会では、桜前線の

ゴールのたよりを聞きながら、新緑の季節の到来を

感じることができる月例会となれば嬉しいです。 
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月例会が開催されました 

５月の月例会が開催されました。今月もどうぞよ

ろしくお願いします。この前、桜が満開を迎えたと

思っていたところですが、気づけば５月に入り、段々

と蒸し暑くなる季節が近づいていますね。 

村川の母屋玄関前には、オオカマキリ

の卵があるとのことでしたが、まだ羽

化していませんでした。静かに見守

っていたいと思います。 

白樺文学館常設展示解説 

 今月は、常設展示をリニューアルした白樺文学館

の解説を行いました。現在の常設展示テーマは「白

樺派と我孫子」です。 

●１階中展示室（旧第１展示室） 

中展示室では、

我孫子に関わりの

ある白樺派５人

（志賀直哉、柳宗

悦、武者小路実篤、

柳兼子、バーナー

ド・リーチ）の我孫子時代までの年表パネル、白樺

文学館の象徴ともいえるロダン作「鼻のつぶれた男」

が展示してあります。 

また、日本民藝館よりご寄贈いただいた柳兼子愛

用のピアノを展示しています。 

●１階図書室 

 白樺派、民藝運

動に関する書籍

をご覧いただけ

ます。ゆったりと

した空間で、読書

することができ

ます。 

●２階大展示室（旧第３展示室） 

 ここでは、「『白樺』

の紹介した美術」をは

じめ、志賀直哉、武者

小路実篤、柳宗悦を中

心に展示をしていま

す。今回の展示のコン

セプトは、『白樺』同人たちの関係を原稿や作品から

感じてもらうことです。ぜひ、その芸術をご鑑賞いた

だきたいと思います。 

●２階小展示室（旧第４展示室） 

 現在の常設テーマ

「白樺派と我孫子」に

おいては、焼き物など

の民藝運動に関わる

人々の作品は、小展示

室で展示します。今回

は、我孫子にゆかりのあるバーナード・リーチの作品

を展示しています。 

●地階音楽室（旧第５展示室） 

声楽家である、柳兼子の

歌声を鑑賞していただけ

るスペースとなっていま

す。大正時代の我孫子の

風景を思い浮かべながら、

ゆったりと歌声をお聴きいただけます。 

「分かりやすく、親しみやすく、我孫子に根差した

文学館」を目標に、さらなる展示をしていきます。 

４月２６日（土）からは、“三館共通券”という、

杉村楚人冠記念館、白樺文学館、鳥の博物館の３館を

お得に回ることができる新しいチケットも発売とな

りました。この機会にぜひ、今一度我孫子散策を 

していただければ嬉しいです。 
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民藝夏期学校のお知らせ 

日本民藝協会が主催する、平成２６年度日本民藝

夏期学校が、今年の夏、８月９～１０日に我孫子市

で開催されます。この学校は、毎年民藝に深い繋が

りのある土地で行われる大会です。今年の大会は、

佐賀県唐津市、そして我孫子市で行われます。9 日

は市民公開講座が予定されています。是非ご参加く

ださい。 

今年は、柳夫妻が我孫子に来訪して１００周年と

なる節目の年です。白樺文学館の夏の企画展も、行

事に準じてよりよいものにしていきたいと思います。 

連絡・意見交換など 

●庭園だより紹介 

 春の花である、ジュウニヒトエ、キランソウ、ハ

ナニラ、タチツボスミレが盛んに咲いています。ま

た、今の時期はタケノコも顔を出しており、その成

長ぶりを見る事ができます。タケノコは１日に、１

２０㎝も伸びることがあるそうで、その説明にみな

さん、感心しておりました。 

●来荘者内訳について 

   染野さんに多大なご協力をいただき、昨年度の日

誌に基づいて、村川別荘への来荘者数を算出してみ

ました。（資料にて説明） 

   以下は、この資料から読み取れることをいくつか

ポイントとして挙げてみたいと思います。 

・年間総人数 5,708 人に対して、個人での来荘が

4,610人と、８割を占めている。 

・総人数のうち４割弱の方はイベントで訪れている。 

・市外の多くが柏市から訪れている。 

・団体は１０人以上を対象として算出しているが、

年間を通じて、様々な団体が来荘している。 

  これらの分析結果を基に、さらなる来荘者の把握

に努めていきたいと思います。染野さん、本当にあ

りがとうございました。(*^_^*) 

古墳の数について 

４月月例会において染野さんから「日本の古墳は

何基あるか」という質問が出ました。そのことにつ

いて、日比野さんが他の地域の古墳も含めて、調べ

てくださったとのことで、報告してくださいました。

以下にその結果を掲載します！！ 

・日本の古墳総数：161,560基 

・千葉県の古墳数：8,665基 

・千葉県の前方後円墳数：685基 

・茨城県の前方後円墳数：444基 

・群馬県の前方後円墳数：410基 

・岡山県の前方後円墳数：291基 

・鳥取県の前方後円墳数：280基 

・奈良県の前方後円墳数：239基 

・大阪府の前方後円墳数：182基 

このように見ると、千葉県における古墳数は、他

府県を圧倒しています。しかし、全国的に改めて現

地踏査を行い、その結果未知の古墳も発見されてい

るなど、その数は年々増えると思われます。 

今年はキトラ古墳壁画が、初めての東京出展とな

りました（５月１８日迄。於東京国立博物館）。 

今一度、古墳に注目が集まる年になりそうです。 

景観散歩 

吉澤さんより、第１９回景観散歩のご案内があり

ました。今回は、木更津の街並みを歩きます。 

○実施日：５月２９日（木） 

○集合：我孫子駅北口 

○時間：午前８時１５分出発、午後５時頃解散 

○参加費：２５００円 定員：４０名 

申し込み締め切りが５月１０日まででした。事後

連絡になってしまい申し訳ありません。参加される

方は、楽しんできていただければと思います。 

４月の来荘者数 

平成26年４月の来荘者数は、３６５人でした！ 

平成25年４月 ４１８人、 

平成24年４月 ２２７人 

平成23年４月 １６４人 

 春になり、続々と来荘者が訪れています。(*^_^*)重ねて団

体の来荘も増えています。改めて、団体様の予約等、入りま

したら教育委員会まで一報をお願い致します。 

次回の月例会は・・・ 

次回の月例会は６月1日（日）9時３０分から旧

村川別荘新館で開催します。 

日が長くなり、歩くにも心地良い季

節となっております。気温差もあります。

くれぐれも体調には気を付けて下さい。 
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月例会が開催されました 

６月の月例会が開催されました。今月もどうぞよ

ろしくお願いします。 

さて、いよいよ本格的な雨の季

節がやってきました。童謡「あめ

ふり」の中にある「じゃのめでお

むかえうれしいな」という有名な歌詞がありますが、

ここで言う「じゃのめ」とは、「蛇の目
じ ゃ    め

傘
が さ

」のことを

指します。辞典によれば、紙地の周囲を黒または赤

で塗り、蛇の目の形を表した傘だそうで、古くは元

禄時代から使用されているとのこと。歴史を感じさ

せるフレーズです。傘にも深い歴史がありますね。 

杉村楚人冠記念館テーマ展の解説 

 今月は、５月２４日から７月１３日まで開催され

ているテーマ展「楚人冠邸のくらし」を杉村楚人冠

記念館の学芸員より、解説をいたしました。 

●揮毫
き ご う

する 

・展示品について 

 今回、水滴を展示していま

す。これは、杉村楚人冠が書

いた随筆「墨を磨る」（『楚

人冠全集』第１２巻 新選文 

所収）に登場するものです。

硯は、三島海雲が楚人冠に、

昭和１４年に贈ったもので

す。三島は、カルピスの創業

者で、西本願寺文学寮在学時に、

教師兼舎監であった楚人冠の教え

を受け、終生師弟の交友を持ちま

した。 

・落款印の銘 

 「楚人沐猴而冠耳（そひとはもっこうにしてかん

むりするのみ）」は、筆名「楚人冠」のもととなっ

た言葉です。出典は『史記』で、

咸陽に入った項羽が、ここに都

を定めず、楚に帰ろうとした愚

かさをののしった言葉で、この

故事から自分を皮肉って、楚人

冠と名乗っていたそうです。 

また、その他にも「桃李不言

（とうりものいわず）」「家在 

白馬城址（いえははくばじょうしにあり）」という

格言を気に入り、落款印としていました。 

「桃李不言」は、桃やスモモの木は何も言わない

が、その下には花や実を求めて人があつまり、自然

に道ができるということから、徳望のある人物のも

とへは、自然と人が集まるということを言った格言

です。「家在白馬城址」は、自分の土地に付けた「白

馬城」という名を入れたものです。その語源は、古

代中国の思想家公孫竜
こうそんりゅう

の「白馬非馬（はくばはうま

にあらず）」という言葉で、これが詭弁の典型とさ

れることから、言葉をもてあそぶひねくれものと楚

人冠は共感し、自分を表現する落款に使用しました。 

●通信する  

 信書管とは、原稿や手紙を筒状に丸めて差し込み、

伝書鳩の脚にくくりつけ

る道具です。楚人冠は、

自宅から東京朝日新聞社

へ原稿を送るために、伝

書鳩を使っていました。 

カードボックスは、楚

人冠が、知人一人につき

一枚、そこに住所、勤務先、 

出会った場所や会合、贈答など、知人の履歴を 

詳細に記録したカードを収納したものです。 

平成 2６年６月１１日発行 

旧村川別荘市民ガイド事務局 

我孫子市教育委員会 文化・スポーツ課 

歴史文化財担当：須藤、工藤、田中 

〒270-1166 

我孫子市我孫子 1684 番地 

TEL:04-7185-1５83（直通） 

E-mail:abk_bunka@city.abiko.chiba.jp ８７ 
 

（楚人冠書幅） 

（楚人冠愛用の水滴） 

（楚人冠の落款印） 

（伝書バト用信書管） 
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ⅠT技術のない時代に、

手帳では収まりきれない

情報を記録、整理、保存す

るために考えられた方法

です。今では携帯電話で一

括管理できる情報も、少し

前にはきめ細かい整理が

なされていたのですね。 

●運動する 

 今回、展示品としてゴルフクラブを公開しています。

このゴルフクラブは、シャフトの素材がヒッコリーと

いう木でできていることから、時代的に楚人冠が使っ

ていたものだと推測されます。楚人冠は、５０歳を過

ぎてからゴルフをはじめ、大の愛好家となりました。 

そして、このことが、のちに我

孫子ゴルフ倶楽部開設を当時の

我孫子町長染谷
そ め や

正治
ま さ は る

に提言する

ことにつながりました。その頃、

東葛地域には、六実、藤ヶ谷、柏、

我孫子にゴルフ場がありました

が、戦争による閉鎖後、復活した

のは我孫子ゴルフ倶楽部のみです。 

我孫子に残ったという事実は貴重なことと言えます。 

 日常の道具から見える楚人冠の暮らしぶり、いかが

でしたか。そこには、昔ながらの生活が息づいている

ことがうかがえます。展示は７月までです。ぜひ、展

示を見に足をお運びいただければと思います。(^_^)/ 

連絡・意見交換など 

●旧村川別荘庭園だより 

    ・5 月に入り、キンラン、チャノキなどを見かけま

した。また、中旬になると、フタリシズカやノイ

バラも見つかりました。 

・森や林は、大気汚染物質の吸着、気象の緩和、保 

水、生き物の生活など、様々な場面の機能がありま

す。また植物が発するフィットンチッドは人体に癒

しとされています。村川も小規模ながら環境が整っ

ています。森林浴をされるのもいいかもしれません。 

  ●漏水について報告 

   ・村川での漏水について一昨年より、漏水があると

のことは把握しており、昨年度もまた、漏水が発覚

したため、本格的に調査を行いました。 

→何度か聴音調査を行いましたが、原因はわからず、

トレーサ式調査という、一旦水道管の中の水をす

べて抜き、そこにヘリウムガスを入れ、地上で噴

出すガスの濃度で漏水箇所を突き止めるという調

査を行いました。 

→結果として、母屋勝手口前にある水道下付近が漏

水の原因であることが判明し、その漏水を止める

工事を行い、無事に漏水は収まりました。 

→漏水工事に伴い、一時的に水が出ないということ

が発生し、みなさまにはご迷惑をおかけしました。

ご協力ありがとうございました。 

●景観散歩について 

・第１９回景観散歩ですが、村川ガイドの皆様から

多数の参加をいただきました。ありがとうございま

す。当日は、天気にも恵まれ良い旅となりました。 

公開講演会 

我孫子稲門会総会において、辻さんによる公開講

演会が行われます。 

『手賀沼周辺の古墳時代―我孫子を中心として―』

○日時：平成２６年６月１４日（土） 

１５：００～１６：００ 

○場所：アビイホール 

（我孫子駅南口 イトーヨーカドー我孫子南口３階） 

予約不要です。みなさんふるってご参加ください。 

５月の来荘者数 

平成26年５月の来荘者数は、３８８人でした！ 

平成25年５月 ４５６人 

平成24年５月 ４８４人、平成23年５月 ５９２人 

段々と季節は進み、蒸し暑くなってきました。そんな中で

も、村川邸内は木立に囲まれ、時折涼やかな風が吹きます。

まさに絶好の森林浴スポットです。梅雨の季節にはなります

が、多くのお客様にご来荘いただきたいですね♪ 

次回の月例会は・・・ 

次回の月例会は７月1日（火）9時３０分から旧

村川別荘新館で開催します。 

 早いもので、今年も既に半年が過ぎよう

としています。そして夏ももうすぐやって

きます。村川にも蚊が飛び始めましたね…。

暑さ対策も万全に、来る夏に備えたいところです。 

（楚人冠時代の 
ゴルフクラブ） 

（書斎机上のカードボックス） 
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（バーナード・リーチの素描 我孫子・書斎の柳） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

月例会が開催されました 

７月の月例会が開催され、８月分のシフトが確認

されました。変更点などがございましたら、ご連絡

いただければと思います。 

さて、４年に一度のW杯、盛り上がり

ましたね。次の開催地はロシアになるそ

うです。４年後の日本代表に注目したいですね！！ 

今月も暑い中にはなりますが、お当番どうぞよろ

しくお願いします。 

白樺文学館企画展示解説 

 今月は、７月３日より始まった企画展「柳宗悦展

―出会いと絆の地、我孫子―」柳宗悦夫妻我孫子来

訪１００年記念について、白樺文学館の学芸員より

解説がありました。 

●宗悦の我孫子への想い 

 宗悦は「我孫子から」と題し、３回『白樺』に寄

稿しています。そこには「家は手賀沼を臨んで木に

囲まれた…中略…朝日は特に美
う る

はしい光と熱…（一

部抜粋）」というように、手賀沼を中心に緑と水に

囲まれた土地での執筆活動に期待

する文章が随所に書かれています。 

 また浅川伯教をきっかけに、「染

付秋草文面取壷」と出会った宗悦は、

朝鮮への想い、そして「民藝」への

想いを深めていきます。 

●ウィリアム・ブレイク研究とバーナード・リーチ 

 １９０６（明治３９）年、学習院中等科在学中、宗

悦はブレイク（宗教詩人、版画家）の詩集をリーチか

ら勧められ、宗悦はブレイクの研究を重ねます。そし

て、１９１４（大正３）年、ブレイク研究をまとめた

『ヰィリアム・ブレイク』を刊行しました。当時、宗

悦はブレイクに引き合わせてくれたリーチに向けて、

感謝の意を表す書簡を書いています。 

●バーナード・リーチと濱田庄司との出会い 

リーチと宗悦は１９０９（明治４

２）年より交流がありましたが、リ

ーチを介し、１９１８（大正７）年

開催のリーチ第二回個展において、

初めて宗悦と濱田庄司が出会います。

濱田庄司の勤務先である京都陶磁器

試験場には、先輩に河井寛次郎がお

り、宗悦の交流の幅が広がります。 

「民藝」という造語は、この３名によるものとされ

ています。この出会いの連続が、「民藝」誕生の契機

となっているのです。 

●朝鮮への想い―浅川巧との出会い― 

 浅川伯教との出会いは、朝鮮工芸品蒐集家である弟

の巧との出会いにも繋がります。宗悦は１９１６（大

正５）年８月、初めて朝鮮半島へ向かいますが、そこ

で、朝鮮陶磁器をはじめとする、あらゆる造形美に魅

了されます。朝鮮への愛着を持った宗悦は、その後の

１９２４（大正１３）年には、現在の日本民藝館の原

点ともいえる、朝鮮民族美術館設立に尽力します。 

 「芸術はいつも国境を越え、心の差別を超える。」

と宗悦の言葉にあるように、「民藝」にかけてきた宗

悦の想いは、着実に形になっていきました。 

●我孫子の絆―「我孫子から」にかける想い― 

 様々な出会いを重ね、宗悦は「民藝」の道へ進んで

いきます。「我孫子から」には、「我孫子時代を通じて、

最も大きな絆は、家族との絆、志賀直哉、武者小路実

篤との絆、いわば我孫子の

白樺派の絆…」と、書いて

いるように、宗悦の我孫子

に対する想いは、その文章

にも表れています。 
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（染付秋草文面取壷） 

（バーナード・リーチ 
エッチング 手賀沼） 
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今回、写真類や直筆原稿「我孫子から」を展示してい

ます。宗悦の想いをぜひ、感じてほしいと思います。 

※また、後述にあります１５日（火）開催の「内覧会」

において、これらにまつわる作品を、ぜひご覧いただ

ければと思います（詳細は別紙）。 

「竹灯篭の夕べ」お知らせ 

今年は9月1２・1３日18時～20時を予定して

おります。今年も、昨年同様

に金曜日・土曜日が開催日と

なります。今年もまた、皆様

のご協力、よろしくお願い致

します。なお、詳細が決まり

ましたら、また後日改めてお伝えします。 

連絡・意見交換など 

●旧村川別荘庭園だより 

  ・６月になり、ドクダミ、アジサイ、ムラサキシキブ

など、花が盛んに咲いていました。 

・とても詳細に書いてあり、本のようです。１年間

も続けてきているのは素晴らしいことだと思いま

す。 

●いろいろ八景について 

・今年もいろいろ八景其の三があります。これで最

後になります。みなさん、ご応募よろしくお願い

いたします。（応募用紙、応募ボックスを設置して

あります。） 

・また、先日の景観散歩について、村川ガイドの方

からもたくさんご参加をいただきました。ありが

とうございました。 

・以前、景観を育てる会から出された“桜マップ”

とても役に立ちました。とても良いものだと思い

ます。 

●バーナード・リーチの椅子について 

・先の発表に関連して、村川にある椅子について出

自を知りたいが、情報はあるのか？→小熊・西嶋・

村川さんの座談会の記録の中に「村川さんがもら

った」との記述あったのを記憶している。それ以

上の情報はないのではないか。 

●旧村川別荘の清掃について 

 旧村川別荘の清掃状況について、様々ご意見をいた

だきました。みなさまありがとうございました。今回

出していただいたご意見をもとに、今後、課内で対応

策を再考していきたいと思います。 

古墳の発掘について 

現在、根戸船戸遺跡において

（白山３丁目付近）古墳を発掘

しています。また、成果が出ま

したらお伝えします。なお、見

学を希望される場合は、一度文

化・スポーツ課に連絡を入れていただけると助かりま

す。よろしくお願いいたします。 

★内覧会開催のお知らせ★（別紙参照） 

７月１日より、白樺文学館・杉村楚人冠記念館にお

いて、両館をガイドボランティアの方（千葉県観光ボ

ランティアガイド連絡協議会登録団体）がガイドで訪

問した場合、ガイドの方ご本人の入館料を無料にする

こととしました。あわせて、ガイドのみなさまを対象

に内覧会を開催いたします。当日には、展示担当者か

らの解説がございます。ぜひご参加ください。 

○内覧会実施日：７月１５日（火） 

○集合：現地集合（白樺文学館正面玄関） 

○時間：午前１０時 白樺文学館 

    午前１１時 杉村楚人冠記念館 

○参加費：無料 

申し込み締め切りを７月１４日（月）までとさせて

いただきます。事後連絡になってしまい、大変申し訳

ありません。ご参加される場合、１４日に文化・スポ

ーツ課（７１８５－１５８３）までご連絡ください。

お待ちしております。(*^_^*) 

６月の来荘者数 

平成26年６月の来荘者数は、２４４人でした！ 

平成25年６月 ４０８人 

平成24年６月 ３３７人 

平成23年６月 ６９４人 

次回の月例会は・・・ 

次回の月例会は８月1日（金）9時３０分から旧

村川別荘新館で開催します。 

いよいよ、本格的な夏が到来します。

当初、冷夏と言われていましたが、最新情報による

と、今年の夏も「例年並み」とのことです…暑さに

負けず、頑張っていきましょう！！ 

（昨年の様子） 

（横穴式石室の様子） 

これから暑くなる季節になりますが、

多くの方のご来荘をお待ちしたいです。

みなさま、水分補給も忘れずにしてくだ

さいね♪ 
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月例会が開催されました 

８月の月例会が開催され、８月分のシフト変更及

び９月のシフトが確認されました。さらに、変更希

望がございましたら、ご連絡いただければと思いま

す。 

８月１日は、年間で一番水を使用すること

から、節水を呼び掛ける意味で、「洗濯機の日」

となっています。この暑さの中では意識しづらいこ

とですが、水の使いすぎには気を付けたいですね。 

戦に使して 

 今回は、７月１５日（火）から始まった杉村楚人

冠記念館の第一次世界大戦開戦100周年企画「戦
たたか

に

使
つかひ

して」の解説を行いました。先だって内覧会でも

お話をしているので、内覧会では触れなかった楚人

冠の文章を中心にご紹介します。 

 それのみか、五十万人

の義勇兵急募とあって、

ロンドン市中のあらゆ

るタキシの上、あらゆる

板塀の上に、募集広告が

貼りつけられてある。 

 1914年8月4日に宣

戦布告をしたイギリス

は、楚人冠がロンドンに

着いた9月にも盛んに

義勇兵を募集していま

した。このためのポスターがロンドン市中の光景を作

っていました。 

・・・其の外夕刊の新聞には、随分受け取り難い大変

な話が夫から夫へと出て来る。・・・どうしても昨今

のイギリスはちと上せ気味としか見えぬ。 

 敵国ドイツに対する警戒心の高まりは、スパイ疑惑

や、噂話の報道を生んでいました。そのなかにはデマ

としか思えないものも含まれていました。こうした報

道を生むのも戦争だと言えるでしょう。 

・・・新聞を取って見ると、驚くべし、昨晩ツェッペ

リンが東海岸のヤーモス附近を襲って、大分爆弾を投

げたとの事が出ている。 

 一次大戦は戦車、飛行機、潜水艦など多くの新兵器

が登場した戦争です。イギリスでは、ドイツのツェッ

ペリン飛行船を恐れていました。ロンドンでは夜の照

明が規制され、初めて体験する空襲に備えていました。 

・・・此の村の百姓

が砲丸の筒を売りに

来た。一個一フラン

で銘々買い入れる。

此の男、穿いている

長靴を叩いて見せて、

戦死したドイツ兵の

屍体から取ってやっ

たのだと示す。 

 大量の砲弾を投入

した塹壕戦も一次大

戦の特徴です。戦闘

の跡には砲弾の薬莢

が残されていました。楚人冠はこれを拾って売り歩い

ていた男から買った薬莢を持ち帰りました。 

・・・ベルジューム国皇帝陛下に向って、朝日新聞社

長村山龍平君は頌徳の辞を上り、併せて太刀一口を之

に献納したいということになった。 

 朝日新聞社からの指示を受けた楚人冠は、ベルギー

国王に謁見し、日本刀を献上します。これを報道する

とともに朝日新聞はベルギーに対する義援金募集を

開始、戦争のなかで、両国の親善に一役買うことにな

りました。 

（※楷書体は楚人冠の文章の引用です）    
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連絡・意見交換など 

●旧村川別荘庭園だより 

・７月のはじめと終わりとでは、だいぶ庭の様子も違

います。 

・日を追って観察をした様子をお伝えします。 

庭園だよりをもとに、季節感満載の庭の様子を紹介。

特にびっくりしたのは、今回は虫シリ

ーズで、セミのおなかの中は空洞にな

っていて、それが共鳴板の役割を果た

すことであんなに大きな声が出てい

るのだとか、ミミズはすりつぶして熱

さましに使ったのだとか！ 

●来荘者数、イベントについて 

・竹灯篭の夕べが近づいてきましたが、ポスター、チ

ラシが遅いとＰＲ不足になるので、なるべく早く用

意してもらえたらと思います。そうすれば、我々も

早くから各所に配ったり、掲示の依頼ができます。 

・旧村川別荘だよりの来荘者数の欄を見ていると、こ

の頃はずっと昨年度の来荘者数を割っています。と

ても気になっており、我々ガイドの働きが悪いのも

あるかもしれません（とんでもありません！）が、

イベントや取組の工夫をお願いしたいと思います。 

→少しでもよくできるよう努めます！ご意見ありが

とうございます。 

●我孫子の文化を守る会放談くらぶについて 

・インドに旅していろいろ感じたことなどを話題にし

たら、講演を頼まれてすることになりました。 

・我孫子の文化を守る会放談くらぶで「インドを旅し

て」と題し、３人で話します。３人目として「イン

ドの農業潜在力」を話しますので、もし、お時間が

ありましたら、いらっしゃってください。 

（ちらしを配布） 

●旧平櫛田中邸について 

・先日、ガイドの当番で入っていたときに、「ＮＰＯ

法人たいとう歴史都市研究会」の方が偶然来荘され

ました。 

・台東区では、古い建物が空き家になってその活用に

苦慮している状況があるとのことです。 

・そのなかで、旧平櫛田中邸のアトリエを活用してい

ろいろな取り組みを進めているとのことで、パンフ

レットを置いて行かれましたので、ご覧ください。 

●市民フェスタについて 

・３月に、今回の市民フェスタは業者に頼むのでこれ

までのような形態では行わない、市民団体の参加は

特にないということになりました。 

・ところが、今度９月３０日１４：００からアビスタ

ホールで、各市民団体が出席して市民フェスタにつ

いての意見交換会を実施するので出席をという連

絡がありました。 

・もし、時間のあるかたは一緒に出席をしてください。

また、報告書の予備を置いておくのでご覧になって

いただき、ご意見をお寄せください。 

●景観あびこについて 

・景観あびこ第６２号ができましたのでお配りします。 

・景観あびこの表紙になっています、いろいろ八景

「桜」と「水辺」の応募状況があまり芳しくありま

せん。もし、ありましたらぜひご応募を。 

●竹灯篭の夕べについて 

・竹灯篭の夕べをお手伝いしてくださる方を募ります

（シフトの希望を記入していただく紙を配布。）。 

・ご協力可能な箇所に名前を書いていただき、ご提出

ください。お電話やファクシミリでも結構です。 

・今回は１日目にレコード鑑賞会、２日目にコカリナ

（復活！）の予定で準備を進めています。 

７月の来荘者数 

平成26年７月の来荘者数は、１９２人でした！ 

平成25年７月 １７０人 

平成24年７月 ２１２人 

平成23年７月 ２２９人 

とにかく、暑い日が続いた７月でした。８月も水

分補給をしっかり、熱中症対策をしてください☆ 

次回の月例会は・・・ 

次回の月例会は９月1日（月）9時３０分から旧

村川別荘新館で開催します。 

８月２日（土）に、手賀沼花火大会が無事終了し

ました。花火を見ると「夏だなぁ」と感

じます。 

花火、お祭り、かき氷…来月はも

う９月です。今のうちに夏らしいことを

体感しておくのも一つかもしれませんね。 
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月例会が開催されました 

９月の月例会が開催され、９月分のシフト変更及

び１０月のシフトが確認されました。さらに、変更

希望がございましたら、ご連絡いただければと思い

ます。 

９月になり、「竹灯篭の夕べ」

がいよいよ近づいてまいりまし

た！！準備・片づけのシフト確認

をしたところ（別紙参照）ではあ

りますが、改めてご協力、よろし

くお願いいたします。 

我孫子の地誌 

 今回の月例会は、先月の８月９・１０日に我孫子

を開催地として行われました“民藝夏期学校”で発

表された「我孫子の地誌」―柳宗悦の「我孫子から

（通信第二）」から読み解く― についてです（『民

藝』２０１４年８月号掲載）。 

 柳宗悦は、大正３（１９１４）年、妻の兼子ととも

に我孫子の地を踏みました。その柳が我孫子移住直後

の大正３年、翌４年、そして、東京へと帰る直前の大

正１０（１９２１）年の計三回にわたって記したもの

が「我孫子から」です。その中でも、今回は「我孫子

から（通信第二）」の冒頭部分を読み解いていきます。 

「（前略）湖畔一帯に無数の古墳がある事を思へば…

（中略）…古城趾と云われてゐるものも非常に多い…

（中略）…古墳から出る石器、土器を別にしても此土

地の遼遠な昔を語るものは、今土塊から掘り出される

化石だらう、化石としてはもとより近代層のもの…

（中略）…愛顧を受けるに足りると思ふ。」 

我孫子には①無数の古墳がある、②城跡が多く認め

られる、③石器や土器より古い化石があるが、化石の

なかでも新しいという三点に要約されます。今回、こ

れら３点を歴史的に検証しています。 

まず、①について、手賀沼周辺台地縁辺部には、か

つて古墳が数多く存在していました。嘉納後楽農園を

設けた白山付近には、根戸船戸遺跡の古墳群、白山古

墳群が広がっていました。 

②について、我孫子以外にも、北総地域の台地縁辺

部には、多くの中世城郭が認められます。我孫子市内

でも、久寺家城跡、我孫子城跡、根戸城などがありま

した。当初、杉村楚人冠は我孫子城跡を別荘とする予

定で、その別荘を白馬城と言うことに決めていました。

結果として、現在の場所（緑２丁目）に別荘を構えま

したが、そこでも白馬城の名を別荘につけたという逸

話があります。 

 ③においては２つの意味を考えることができます。 

一つは「化石」＝「貝塚の貝」との判

断です。柳が我孫子駅と住まいを往復す

る際に通った大光寺には大光寺貝塚が

ありました（現在は消滅）。明治２０年

頃から手賀沼対岸の柏市鷲野谷に居住

していた染谷大太郎により遺物採取が進められ、周辺

遺跡の遺物とともに坪井正五郎に献呈されました。坪

井正五郎は、明治から大正時代を代表する人類学者で

す。大光寺貝塚は、明治３０（１８９７）年に東京帝

国大学が刊行した『日本石器時代人民遺物発見地名

表』に掲載、坪井自身も、明治３３（１８９９）年に

遺物採取を実施したことから、東京近郊の「遺物 
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を拾える場所」として、学生や研究者に認知され、遺

物採取地となっていました。村川堅固の次男である村

川正二は、家族で我孫子に来た際「…かひづかと言う

所に行って千年いじゃう前のやきものなどもひろっ

た」と大正１１（１９２２）年に記しています。 

二つ目に考えられるのは「化石」＝「化石貝」との

判断です。柏市沼南地区東部から印西市付近の崖には

「木下
き お ろ し

層」と呼ばれる化石貝を含む地層があります。

地層には、アカガイなど二百種類にも及ぶ貝類の化石

が含まれますが、恐竜の時代（古生代）ではなく、柳

の指摘通り、それよりも新しい時代のものだという 

ことがわかっています。明治時代後期から昭和にかけ

て活躍した地質学者・矢
や

部
べ

長
ひ さ

克
か つ

は木下層の貝化石の特

徴から、かつてはこの辺りが「古東京湾」と呼ばれる

海底が広がっていたことを指摘しています。砂岩質で

切り出ししやすい木下層は、古墳時代から石室石材に

利用され、近世では家屋の礎石や石造物の台石として、

手賀沼周辺の多くの住宅、寺院に利用されています。 

 柳の我孫子についての記述は、現地を見なくては書

けないものであり、その分析は極めて的確でした。 

また柳は、東京帝国大学を卒業した知識人として、

最先端の情報を知りうる立場であり、学問が実証の時

代へと進化しつつあったことを体感していたと考え

られます。このように「我孫子から（通信第二）」に

見られる柳の観察の正確さ、その精神は「白樺」や「民

藝」といった新しい価値体系の成立過程を考える上で

も、今後大変参考になるのではないかと思われます。 

今年は、柳夫妻が我孫子へ来て１００年です。今一

度、我孫子時代の柳に注目してみてはいかがでしょう

か。（※楷書体は柳宗悦の文章の引用です）  

連絡・意見交換など 

●旧村川別荘庭園だより 

・８月はアゲハチョウ、セミ、様々な昆虫を見かけま

した。セミは抜け殻も種類によって異なります。 

●竹灯篭について、昨年と変更になった点などはあり

ますか？  

→特に変更点はありません。改めてよろしくお願いい

たします。こちらでも用意をしますが、虫よけの対

策をお願いします！！ 

●根戸船戸１号墳出土遺物について 

・出土した刀剣類はどうなるのでしょうか？ 

→今後、速やかに保存処理に回すことになります。保

存処理には１年ほどかかるため、終了したのち、ま

たみなさんにご報告できればと思います。 

●我孫子の文化を守る会放談くらぶ 

・インドを旅した講演会ですが盛況に終了しました。 

・モディ首相の講演会に行く予定なので、また話をま

とめて、みなさんにご報告します。 

※竹灯篭の夕べについて 

お手伝いしてくださる方を募集しています。 

 現在、９月１２日（金）の準備（１６時～１８時半）、 

１３日（土）片づけ（１８時半～２１時）について、人手 

が不足しております。もし、ご協力いただける方がいらっ 

しゃいましたら、ご一報いただければ幸いです。よろしく 

お願いいたします。 

 

８月の来荘者数 

平成26年８月の来荘者数は、１２４人でした！ 

平成25年８月 ２７２人 

平成24年８月  ９６人 

平成23年８月 １９０人 

８月は、暑さ、台風など…近年にない夏だったような気がし

ます。みなさま、体調にはくれぐれもご留意ください。 

次回の月例会は・・・ 

次回の月例会は１０月1日（水）9時３０分から旧

村川別荘新館で開催しますが、シフト確認等が終わり

ましたら、そのまま歩いて白樺文学館へ移動します。

そこで、白樺文学館の秋季常設展の解説を実施する予

定です。いつもと異なりますが、 

よろしくお願いいたします。 

（
右
：
坪
井
正
五
郎
撰
と
刻
ま
れ
た
部
分
拡
大
） 

（
左
：
明
治
三
三
年
染
谷
大
太
郎
建
立
「
古
墳
之
址
」） 
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月例会が開催されました 

１０月の月例会が開催され、１１月分のシフトが

確認されました。変更点などがございましたら、ご

連絡いただければと思います。 

さて、気づくともう１０月です。

台風も過ぎ去って、いよいよ本格的

な秋に入りました。紅葉もまもなくですね！ 

白樺文学館常設展示解説 

 今月は、１０月１日～平成２７年２月２２日（日）

まで開催の常設展「民藝運動と我孫子」を、現地白

樺文学館で、直接解説を聞きながら見学しました。 

●白樺文学館サロン 

 白樺文学館は、２００９（平成２１）年に民間か

ら我孫子市へと移管され、我孫子市白樺文学館とし

て再出発を果たしました。２０１４（平成２６）年

２月末には、日本民藝館より、アルトの声楽家で、

柳宗悦の妻である柳兼子

が晩年愛用した河合楽器

製のグランドピアノが寄

贈されました。そして、今

月より、ボランティアスタ

ッフが中心となり、館内

BGM演奏を、開催する

ことになりました。 

市民の交流の場、出会

いの場、絆を深める場と

しての空間演出を目指

しています。 

●民藝への歩み 

 今でこそ、馴染みとなった「民藝」という言葉です

が、「民藝」とは、そもそも１９２５（大正１４）年

に柳宗悦、河井寛次郎、濱田庄司によって生み出され

ました。改めて、その歴史を辿りたいと思います。 

１９１４（大正３）年９月、柳夫

妻が我孫子に移住します。我孫子で

は浅川伯教との出会いをきっかけ

に、朝鮮への渡航、そして浅川伯教

の弟、巧と出会います。 

朝鮮陶磁器や建築をはじめとす

る朝鮮の優れた造形美に魅了され

た柳は、１９２４（大正１３）年に、

朝鮮民族美術館の開設を成し遂げました。 

また我孫子で濱田庄司と出会ったことが縁で、柳が

京都へ移住した際、濱田の先輩である河井寛次郎とも

出会うことになります。この出会いの連続によって、

「民藝」が生まれたのです。 

●民藝の人  々

 柳宗悦によってはじめら

れた「民藝」運動。その運動

に関わった人物を挙げれば

きりがありませんが、文学館

所蔵作品の主な作家たちは、

以下の通りです。 

・河井寛次郎…陶芸家 

・濱田庄司…陶芸家 

・棟方志功…版画家 

・芹沢銈介…染色家 

・黒田辰秋…木工芸家、漆芸家 

・富本憲吉…陶芸家 

・バーナード・リーチ…銅版画家、陶芸家 

その他にも、全国各地に民藝の人々がおり、彼らを掘

り起し、そして評価していったのが柳宗悦です。２階

に展示している色紙の１つには、民藝を代表する著名

な人々の署名が入っていますが、その色紙のデザイン

は棟方志功です。そしてその署名色紙の額は、黒田辰

秋の作品です。まさに「友情の美」と言えますね。 

平成 2６年１０月２１日発行 

旧村川別荘市民ガイド事務局 

我孫子市教育委員会 文化・スポーツ課 

歴史文化財担当：須藤、工藤、田中  
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（芹沢銈介の作品） 

（志賀直哉「聴松汀居」） 

（柳兼子愛用のグランドピアノ） 

（朝鮮工芸品） 
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（白樺文学館 当日の様子） 

（多様なコカリナの種類） 

●柳兼子の絶唱～我孫子への想い～ 

 柳宗悦、兼子夫婦は我孫子で約７年を暮らしました。

兼子にとって我孫子はどんな土地だったのでしょう

か。ここでは、その回想録を交えてその我孫子への想

いを感じていただきたいと思います。 

「はじめはいい気持でしたよ。私田舎が好きでしたから。

やっぱり田舎はたまにいくとこなんですね（笑）始終の生

活はちょっと…。生活はわずらわせられることばっかりで。

奥さんなんぞはよけいそうです。」 

このように、夫・宗悦と２人の子ども、週５日柳邸

で仕事をするリーチの世話。そして、柳を訪ねてくる

人々へのおもてなし…兼

子にとって、我孫子は新

婚時代を過ごしたところ

でしたが、家庭を守る妻

として、多忙であったこ

とが、この回想から想像されるようです。 

白樺文学館地下音楽室では、そんな柳兼子がアルト

の声楽家として活躍していた歌声を、じっくり鑑賞し

ていただくことができます。 

リニューアル常設展とピアノ演奏。お知り合いの方

が我孫子へいらした際には、ぜひ白樺文学館へお立ち

寄りいただければと思います。(*^_^*) 

★「竹灯篭の夕べ」報告★ 

今年は9月1２日（金）、1３日（土）18時～20

時に「竹灯篭の夕べ」を実施いたしました。 

来場者は、昨年より増加

しまして合計で６００名

以上の方にお越しいただ

きました。 

１２日（金）には、SPレコード鑑賞会を、１３（土）

には、２年ぶりにコカリナの演奏をお楽しみいただ

きました。両日とも、昔懐かしい曲、知っている曲

には口ずさむ場面も見られ、子どもから大人まで、

ゆっくりとした時間を過ごしていただくことができ

ました。 

幸い、２日間ともお天気に恵

まれて、幻想的な村川別荘を体

験していただけたと思います。 

当日の準備、そして、片づけ

まで、ご協力いただきましたガイドのみなさん、本

当にありがとうございました！！(*^_^*) 

連絡・意見交換など 

●庭園だより 

・９月は多くの生き物がいました。植物も、多様に

生息しています。ぜひ、歩いてみてください。 

●景観散歩について 

・１２月３日（水）に行います。今回は、東京都福

生市を歩きます。武蔵野の土地を感じてもらえれ

ばと思います。１０月２２日（水）～受付を開始

します。チラシ配布も今はできないので、口頭で

お知らせします。 

★内覧会実施報告★ 

１０月１５日（水）に、７月にも実施しました杉

村楚人冠記念館、白樺文学館の内覧会を実施しまし

た。村川ガイドのみなさまには、月例会で白樺文学

館に足を運んでいただい

たばかりですが、両方の館

を回ることで、また新たな

発見もあったかと思いま

す。ご参加いただいたみな

さま、ありがとうございました。今回ご都合が合わ

なかった方も、また次回の内覧会をお待ちください。 

９月の来荘者数 

平成26年９月の来荘者数は、８４８人でした！ 

平成25年９月 ８６６人 

平成24年９月 ７７４人 

平成23年９月 １０２３人 

次回の月例会は・・・ 

次回の月例会は１１月1日（土）9時３０分から

旧村川別荘新館で開催します。 

今年は残暑があまりなく、急な冷え込みに季節の

進み具合が早いなと感じた方も多かったのではない

でしょうか。そのため、紅葉も例年より

早まるとの話もあります。この機会に深

まる秋を感じることができればいいですね。 

（地階 音楽室） 

竹灯篭の夕べ開催もあり、今月
は来荘者数も増加しました♪ 
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月例会が開催されました 

１１月の月例会が開催され、１１月分のシフト変

更及び１２月のシフトが確認されました。さらに、

変更希望がございましたら、お早めにご連絡いただ

ければと思います。 

今年もあと1ヶ月ほど…と思うと、

本当に月日が経つのは早いと感じます。 

「楚人冠が書いた我孫子のくらし」解説 

 今回は、１０月１１日（土）から始まった杉村楚

人冠記念館冬期企画展「楚人冠が書いた我孫子のく

らし」の解説を行いました。ここでは、“アサヒグ

ラフ”に掲載された我孫子の日常を書いた記事を紹

介します。 

 

○鴨猟の文化 

 ・・・真鴨ばかりがよい訳ではない。真鴨でないの

をこの辺では雑
ぞ う

鳥
と り

ととなへてゐるが、その雑鳥の中に

も、遥かに真鴨より旨いものがある。・・・冬になる

と、この湖水で盛に鴨が捕れて、鰻や公魚と共に、湖

水の名物となっているのである。・・・大体ふんだん

に見かけるのは、鴛鴦と真鴨の外に、カニガモ（夏ガ

モ）、ヨシガモ、小鴨、トモヘガモ、ハシビロガモ、

尾長ガモ、ヒトリガモ（あかがしら）、キンクロハジ

ロ、スズガモ（なきはじろ）の九種類ぐらいでる。・・・

（昭六、一、二十一） 

 

「かも」と題された文章中には、当時、鴨猟が盛ん

に行われていたことや、真鴨だけではなく他のカモ類

も盛んに獲れた様子が描き出されています。 

かつての手賀沼は、水鳥の宝庫であり、現在は干拓

された沼の東部では、鴨猟が貴重な収入源でした。現

在は水田となっている利根河原の低湿地にある沼に

おいても、鴨猟が行われていました。 

上の写真は、張切網による猟の様子を撮ったもので

す（下の写真は捕えられたマガン）。柏市布施弁天裏

側にあった和田沼（現在はありません。）周辺では、

昭和１０年前後には鴨猟が盛んに行われていました。 

 

○沼の名物・鰻 

・・・ただ昔から広く日本一と傳えられて、東京の

鰻屋では、どこのよりもこの湖水のを珍重する。今度

県で淡水魚養殖試験場でも開いて、これを調査して見

ようかといふ話が出た時、一番に大賛成を表したのは、

地元の者よりも、東京の鰻屋であった。・・・ 

 

当時、手賀沼の鰻は名産として知られていました。

天然鰻の漁獲量が多く、現在ほど養殖鰻が普及してい

なかった時期のことです。また楚人冠は、手賀沼の鰻 

が「口細」と特別な呼称を持っていたことを記してい

ます。 

平成 2６年１１月２８日発行 

旧村川別荘市民ガイド事務局 

我孫子市教育委員会 文化・スポーツ課 

歴史文化財担当：須藤、工藤、田中  

〒270-1166 

我孫子市我孫子 1684 番地 

TEL:04-7185-1５83（直通） 

E-mail:abk_bunka@city.abiko.chiba.jp 9２ 
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 （▼ウナギダル） 

・・・「湖北村誌」という書物の中にも、ここの鰻は

火にあぶるも決して縮小せず、味の美なること他のお

よぶところに非ず、されば東都において江戸前と称す

る最上品なり、などと書いてある。何でも仙台や上総

辺から仕いれたものを、十日ばかり笊のままで湖水の

水に浸しておくと、土地の鰻とごまかせる位だそうな。 

・・・（大正十五年十月） 

 

 当時、鰻の味がよくなるくらい、手賀沼の水がきれ

いであったことがこの文章から読み解けます。 

 楚人冠の随筆をとおして、昔の我孫子のくらしを感

じてみてはいかがでしょうか。平成２７年１月１２日

（月・祝）まで開催中です。ぜひ、足をお運びくださ

い。!(^^)! 

連絡・意見交換など 

●旧村川別荘庭園だより 

・今回は、少し違った形にしてみました。ガイドの 

参考にしてください。 

●ダイヤモンド富士 

・ガイド日比野さんより説明がありました。旧村川

堅固別荘周辺の斜面緑地でダイヤモンド富士が見

られるそうです。（1 月 23～24 日日没、11 月

18～19日日没）よかったらぜひ…。 

→見た方、いらっしゃいますか？？ 

●奈良記紀サミット 

・平成２６年度「観光ボランティアガイド奈良記

紀サミット」のご案内（平成２７年２月５日（木）

～２月６日（金）会場：橿原） 

●J：COM放送について 

・東葛調査隊！のシリーズ「東葛歴史さんぽ」の

２回目を放映します。 

・今回は、東我孫子からスタートです。 

・放送は１１月３日（月）～１１月９日（日）前

編、１１月１０日（月）～１１月１６日（日）後

編でした。詳細な時間は未定ですが、期間中何回

か繰り返して放送されたようです。 

後日、前回同様にDVDができると思いますので、

見逃した方は、ぜひそちらをご鑑賞ください。 

●SPレコード鑑賞会/文化財展 

・11 月 22 日（土）に、今年もオーディオファ

ンクラブと共催で SP レコードの鑑賞会を行うこ

とになりました。（13 時半～14 時半、15 時～

16時までの2回です。→無事に終了しました！） 

・今年の文化財展「速報 根戸船戸遺跡１号墳の

発掘調査」は１１月１８日（火）～平成２７年３

月２２日（日）です。 

●冬時間について 

・今年はいつから冬時間となりますか？ 

→１２月より開始とし、開始９時半～、終了１５時半

とします！ 

１０月より新しい市民ガイドが加わりました！ 

１０月に入り、水野さんという女性のガイドさん

が、新しく旧村川別荘市民ガイドに加わっていただ

けることになりました！！ 

しばらくは見学期間とさせていただいていますが、

これから徐々にガイドの活動に慣れていってもらえ

ればと思います。また、近く、ご紹介いたしますの

で、よろしくお願いいたします。(*^_^*) 

１０月の来荘者数 

平成26年１０月の来荘者数は、３４６人でした！ 

平成25年１０月 ３４０人 

平成24年１０月 ２６６人 

平成23年１０月 ５５３人 

10・11月に入って、団体のお客様が多く来荘さ

れるようになりました。今後も引き続きご対応お願

いいたします♪ 

次回の月例会は・・・ 

次回の月例会は１２月1日（月）9時３０分から

旧村川別荘新館で開催します。 

今年も気づけば本当にあっという間ですね…。 

今回はおたよりや月例会通知の発行が遅れてしま

い、大変申し訳ありませんでした…。 

次回以降、また気を引き締めて頑

張りたいと思います。 
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月例会が開催されました 

１２月の月例会が開催され、１２月分のシフト変

更及び来年１月のシフトが確認されまし

た。年末年始が近づきます。変更等が生

じましたら、お早めにご連絡いただけれ

ばと思います。 

ブルーノ・タウトと旧日向別邸から考える 

 今月は、ブルーノ・タウトという人物を中心に、

タウトが設計に関わった旧日向別邸などを紹介しま

した。西洋人にとって、日本の建物がどのように捉

えられていたのかを知る良い機会になったのではな

いでしょうか。 

○ブルーノ・タウトとは？ 

 Bruno Taut（1880～1938）

は、東プロシア（現在はポーラン

ド及びロシア領）ケーニヒスベル

ク生まれの建築家です。建築事務

所に勤め、感情を作品に表現する

「表現主義」建築（いびつ

な形状や多色、ガラス、鉄

などを多用する）に携わり、

1924～1933年に集合

住宅団地ジードルング

12000戸を設計しました。 

それは一定間隔の建物配置、通風や採光の工夫等、 

“田園都市”としての機能を備えたものでした。 

○タウトの来日 

 1933年、タウトはドイツから亡命し、日本へと訪

れます。そこで、上野伊三郎、下村正太郎、久米権九

郎、井上房一郎、日向利兵衛ら5人の日本人と出会い

ます。上野はタウトの滞在ビザ取得に奔走し、大丸呉

服店の11代目であった下村はタウト来日後、京都の

自宅にタウトを住まわせます。また、久米は上野、下

村と共にタウトの就職のために奔走した人物です。そ

の後、井上によって、1934年に高崎にある少林山達

磨寺の洗心亭に招かれ、そこで２年間を過ごしました。 

 日向利兵衛は実業家で、高級家具店「唐木屋」の息

子でした。この日向が、自身の別荘地下室の内装設計

をタウトに依頼した人物です。結果的に、それは日本

で唯一のタウトの設計による建造物となりました。 

○旧日向別邸とタウト 

 1933年、日向利兵衛

が熱海に温泉付き別荘敷

地を購入し、建築家渡辺

仁に設計を委託します。

翌年には完成となります

が、地下室に不満を持ち、

1935年、タウトに地下室の内装設計を依頼し、その

翌年に新しい地下室が完成します。地下室は、建物入

口脇の階段を降り、3部屋の地下室「社交室」、「洋

間」、「日本間」が設置されました。 

社交室は玉突きや卓球、ダンスの部屋として、洋間

は崖側に4段の階段が設けられ、奥に上段の間。窓は

ガラス折戸となっており、全開して階段に座ると相模

灘と一体化する仕掛けとなっています。また、日本間

は、奥に5畳半の和室（茶室）を設け、柱や階段はベ

ンガラ色の漆仕上げ、壁は鶯色の土壁、天井は竿縁天

井となっていました。 
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 タウトは「表現主義」により、多様な素材、豊かな

色彩表現によって建物をデザインしています。夏が暑

い日本の風土を理解し、快適に過ごす工夫や素材選び

をしているところにタウトの日本への愛着が感じら

れます。 

○日本におけるタウトの活動 

 タウトは、桂離宮、日光東照宮との対比を行い、日

本建築の再評価を行いました。その結果、桂離宮に日

本の伝統美を見出し『日本美の再発見』などを著しま

す。日本の数寄屋造りの中に西洋のモダニズム建築に

通じる近代性があることを評価し、日本人の建築家に

対し、伝統と近代という問題について大きな影響を与

えたのです。 

○タウトのその後 

 タウトは、トルコのイスタンブール芸術大学の建築

学科長として招聘され、1936年9月に旧日向別邸地

下室の竣工を確認した後、10月にはトルコへ向かい、

日本を去ることになりました。 

 このように、タウト自身は、西洋人でありながらも、

日本の古建築を再評価し、それを自ら設計した建築物

に取り入れました。旧村川別荘に置き換えてみれば、

村川堅固も日本人でありつつ、西洋を感じ、評価して

いたからこそ、和洋折衷な旧村川別荘が造られたので

はと、共通項を考えることができると思います。 

 旧日向別邸はその後、熱海市に寄贈され、２００５

年より一般公開、そして翌年、前述した地下室は重要

文化財に指定されました。みなさまも、機会があれば

足を運び、その土地の風土、建物を直接肌で感じてみ

てはいかがでしょうか。(*^_^*) 

連絡・意見交換など 

●庭園だより 

・今回も前回同様な形式にしてみました。ガイドの

参考にしてください。 

●見学中の注意について 

・先だって開催されたウォーキングイベント時に、

来荘者が７０名ほどあった。見学者に子どもも含ま

れており、母屋、新館内を走り回ったり、ソファー

の上で飛び跳ねたり等、節度のない行動が見られた。 

→注意を促したが、母屋にも新館にも来荘者がいた

ため1人での対応が難しかった。ガイドのシフトな

どの組み方を、大きなイベントがある際などは２人

体制にするなど、配慮をお願いしたい。 

⇒ご迷惑をおかけしてすみませんでした。こちらで

も、イベントの事前把握などに努めまして、シフト

へ反映していきます。 

●冬時間について 

・１２月より、ガイドのみなさんの活動時間を短縮

し、午前は９時半から、午後は１５時半までとさせ

ていただきます。来荘者の方がいらっしゃった場合

には、臨機応変な対応をお願いいたします。     

※旧村川別荘の開館時間が変更になるわけではあ

りません。ご注意ください。 

文化財保存基金について 

先日、旧村川別荘新館に設置してあります文化財

保存基金の募金箱の回収・集計を行いました。 

その結果、約１年間で「５５，５００円」の基金

が集まりました。これも、ガイ

ドのみなさまのお声掛けの結果

だと思います。今後とも、よろ

しくお願いいたします。 

11月の来荘者数 

平成26年11月の来荘者は ６７７人でした！ 

平成25年11月 ４８２人 

平成24年11月 ６０８人 

平成23年11月   ０人（工事期間中のため） 

1１月、１２月と日が増すにつれて、寒さが堪えますね。ガイ

ドの際は、温かくしてくださいね♪ 

次回の月例会は・・・ 

次回の月例会は、平成２７年１月８日（木）9時

３０分から旧村川別荘新館で開催します。 

そのあと、１１時３０分より矢野さんのご提案で

昼食会を開くことになりました！！もし、お時間あ

りましたら、ぜひご参加ください。（詳細・出席表は、

別紙をご参照ください。）１２月２４日（水）までの

締切とさせていただきます。 

最後になりましたが、今年もガイドのみなさまに

は大変お世話になりました。年末年始

が近づき、寒さも増しますが、体調に

はどうぞご留意ください。そして、来

年もまた、よろしくお願いいたします。 
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月例会が開催されました 

あけましておめでとうございます。 (*^_^*) 

平成２７年１月の月例会が開催され、１月分のシ

フト変更及び２月のシフトが確認されました。本年

も、改めてどうぞよろしくお願いいたします。 

灰皿の謎に迫る 

 今月は、昨年４月にガイドの荒井さんからお預か

りした「灰皿」を巡る調査結果を、現場検証をはじ

め、身辺調査、聞き取りなど、約９か月にも及ぶ調

査を通して得られた情報を発表いたしました。!(^^)! 

○現場検証 

 ２０１４年４月のと

ある日、ガイドの荒井さ

んが「灰皿」をお持ちに

なりました。お話を聞く

と「灰皿」は河村蜻山作

だとか…。そこで、私た

ちはこの灰皿の謎を追

うことにしました。 

○４つの手がかり 

    灰皿には、４

つの手がかりが

ありました。 

１つ目は、魚の

模様、２つ目は、

渦巻き状のもの、

3つ目は、菊の印

のような模様です。

4つ目は、見えにくいのですが、○のなかには「あび

こ」の落款が刻まれていました。これは…！と、過去

に我孫子で開催された「河村蜻山展」の図録にあたっ

てみました。すると、①～③までの特徴に似た蜻山の

作品がいくつか見つかったのです。 

○身辺調査 

湖畔吟社のメンバーが書いた『雲の

流れ』という書籍によれば、「小熊さ

んが郵便局長就任時に記念品として、

知人に贈り物をするため、当時我孫子

に窯を設けていた河村蜻山先生に灰皿を作ってもら

った」といった内容の記述がありました。小熊さんが

郵便局長を務めていた時期は、昭和１７年７月から昭

和４２年。河村蜻山が我孫子に居た時期は昭和１３年

から昭和２９年までなので、就任記念ならば昭和１７

年頃と予測されます。 

また、杉村楚人冠の日記にもあたってみましたが、

こちらからは、郵便局長就任に関する記載は見つかっ

たものの、灰皿に関する記述は見つかりませんでした。 

○鎌倉・明月窯 

『雲の流れ』に記載され

ている内容を裏付けるため

の調査として、河村蜻山の

窯を継ぐ鎌倉の「明月
め い げ つ

窯
よ う

」

に連絡をとり、「灰皿」を 

鑑定していただくことになりました。そして２か月前

の１１月某日、現地へ赴くことになりました。 

○鑑定 

 現在窯を継ぐ方は、河村蜻山のお孫さんです。早速、

現物を見ていただいたところ、河村蜻山の作だという、

動かぬ証拠「印花
い ん か

」が登場します。印花とは、陶磁器

の技法の一つで、器の表面に花などを

あしらった押印をします。よく見ると、

灰皿の３つ目の手がかりにそっくり

です。 

 

そして……… 
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▲▲荒井さんがお持ちになった「灰皿」 

▲▲北鎌倉からほど近い「明月窯」 
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ついに、「河村蜻山の作と同一のもの」と

認定していただきました。 

それから１か月後、灰皿の名前を「三島魚文灰おと

し」という鑑定書と、箱書きも書いてくださり、見事、

お墨付きをいただいたのでした。 

 最後になりますが、一連の調査結果をこの灰皿の所

有者の方へお伝えしたところ、我孫子市へ寄贈をして

くださるとのお話をいただき、これからは我孫子市教

育委員会の大切な文化財として、守っていくことにな

りました。 

 この「灰皿」が、実は河村蜻山の作品だったとは…。

みなさま、一様に驚いていただいたと同時に、持ち主

の方が我孫子市の方へご寄贈していただいたことが、

私たちとしても大変ありがたく、また嬉しかったです。

ご協力をいただいたみなさま、本当にありがとうござ

いました。(^_^) 

連絡・意見交換など 

●庭園だより 

・今回は、12月のとある日の庭園観察の一コマを説

明していただきました。樹木、鳥、植物、今回もた

くさん勉強させていただきました。 

●ひなのまつり 

・今年は2月24日（火）～3月8日（日）です。 

・開始前日、終了翌日には準備、片づけを行います

ので、お時間ある方はお手伝いいただければと思い

ます。 

→多数の方に手を挙げていただきました。準備、片

づけともに9時半より開始いたします。よろしくお

願いいたします。 

●我孫子いろいろ八景＜其の三＞ 

・「いろいろ八景＜其の三＞発表会コンサート」を行

います。内容は「桜八景」、「水八景」です。 

・全席自由席で1000円です。ぜひ、お時間ある方

はお申込みください。 

●冬時間について 

・「ひなのまつり」開催に合わせまして、冬時間は終

了とします。そのため、２月２４日（火）からは、

通常の９時開始、１６時終了とさせていただきます。

ご協力お願いいたします。 

昼食会♪ 

月例会終了後、昨年末に矢野さんにご提案してい

ただきました「昼食会」を、鈴木屋（寿1丁目）で

開催いたしました。当日は、吉澤さんをはじめ、17

名のガイドのみなさまにご参加いただき、それぞれ

に実りある時間を過ごすことができました。今年の

抱負を各自が発表するなど、お互いを改めて知るこ

とができる機会となったと思います。 

矢野さんはじめ、みなさま本当にありがとうござ

いました。(*^_^*) 

「ひなのまつり」について 

改めまして、今年も、鷲見さんに全面的にご協力

いただきまして、2月24日（火）～3月8日（日）

の期間で開催いたします。今年は、その期間中、午

前・午後ともに2人ずつのシフトにしています。新

館、母屋といていただけると大変心強いです。 

回数が多くなってしまう方もいらっしゃるかと思

いますが、どうぞご協力いただきますよう、よろし

くお願いいたします♪ 

1２月の来荘者数 

平成26年12月の来荘者は 179人でした！ 

平成25年12月 ２００人 

平成24年12月 ２５０人 

平成23年12月   ０人（工事期間中のため） 

次回の月例会は・・・ 

次回の月例会は、平成２７年２月１日（日）9時

３０分から旧村川別荘新館で開催します。 

先日、雪がちらつきました。（今年は暖冬

の予報だったはず…と思うのは私だけで

しょうか…。） 

暦の上では大寒を過ぎましたが、これか

らが一層寒くなります。みなさま、どうぞ

暖かくしてお過ごしください。 

▲▲鑑定書 
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（上）伊東忠太の風刺画と村川堅固の画賛 

（上）『阿修羅帖』柳田国男の項 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

月例会が開催されました 

２月の月例会が開催され、２月分のシフト変更及

び３月のシフトが確認されました。早いもので、年

度末が近づきます。変更希望がございましたら、お

早めにご連絡いただければと思います。 

テーマ展示「楚人冠の本棚」解説 

 今回は、１月１４日（水）から始まった杉村楚人

冠記念館テーマ展示「楚人冠の本棚」の解説を行い

ました。その一部を紹介します。 

○風刺画の世界 ～阿修羅帖 

新聞・週刊誌と風刺画は昔から切っても切れない関

係にありますが、今回紹介するのは、建築家伊東忠太

が公開するつもりもなく、第一次世界大戦の間、個人

的に書きためていたというものです。 

この伊東の絵に目を付けた嵐田栄助は、本来は手刷

りの浮世絵も機械印刷できるようにした「國粹印刷

法」での出版を計画します。しかも、伊東の画に著名

人の「画賛」（絵に添える文、漢詩、短歌など）を付

けようというアイデアを杉村楚人冠のもとに持ち込

みます。楚人冠は、

この画賛の取りま

とめ役を引き受け、

様々な人に伊東の

風刺画を送って画

賛を求めました。こ

うして、伊東忠太と

杉村楚人冠の共著

として『阿修羅帖』

全5巻が完成しまし

た。 

月例会では柳田

國男、村川堅固が画

賛をつけた風刺画を

紹介しました。この

ほか、与謝野晶子、

芥川龍之介、渋沢栄

一の画賛を展示では

紹介しています。村

川堅固に依頼したの

は「露国大革命」と

いう風刺画で、西洋

史学者の村川にふさ

わしいテーマとして

選んだのでしょう。

展示した他にも、南

方熊楠や平塚らいて

ふ等、様々な人が楚人

冠の依頼に応じています。 

○震災の記憶 

 次に紹介するのは『大震災舎写真画報』という本で

す。第1集の発行日は地震からわずか2週間後の大正

12年9月15日、発行元は大阪朝日新聞社です。震災

により東京朝日新聞社の社屋は全焼しました。東京朝

日では撮影したフィルムを記者に託し大阪へ派遣、こ

の記者は橋が崩落した相模川を泳いで渡り、そこから

駿河小山駅（御殿場線）まで歩いて何とか汽車に乗り、

大阪へ一番乗りをしたといいます。こうして大阪へ持

ち込まれた写真は、早速紙面に出て東京の被害を伝え、

またこの『大震災写真画報』にまとめられて、全国の

人へ震災の惨状を伝えるとともに、後世への記録とな

ったのです。 

○ 旅へのいざない ～ベデカーの旅行案内記 

 記念館の本棚にある、楚人冠が使ったヨーロッパの

旅行ガイドはすべて“Baedecker”というシリーズ

です。これは、カール・ベデカーというドイツの出版

社で、イギリスのジョン・マレーとともに現在の 
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ガイドブックのルーツになったといわれるものです。

楚人冠もその評判の高さから、ベデカーを購入したの

でしょう。 

○ 近代日本の新聞を創った人  々

 最後は楚人冠のコレクションから、近代日本の新聞

人を紹介します。 

・宮武外骨
が い こ つ

・・・東京大学の明治新聞雑誌文庫の資料

収集にあたった人物です。その反骨精神と、資料を後

世に残そうとした姿勢は楚人冠に似たところがある

かもしれません。 

・徳富
と く と み

蘇峰
そ ほ う

・・・思想史に大きな影響を残したジャー

ナリストです。『国民新聞』を発行しました。楚人冠

も尊敬していた先輩です。 

・本山彦一
も と や ま ひ こ い ち

・・・現在の毎日新聞の前身の経営者です。

新聞社に予算を導入し、新聞が政党の機関紙、資本家

の持ち物から営利事業に脱皮する先鞭を付けました。 

・村山長挙
な が た か

・・・朝日新聞の社主の娘婿です。新聞社

の事業として航空事業を手掛け、東京・大阪間の初め

ての民間定期航路開設に貢献しています。 

 

 このように、楚人冠の蔵書は、彼の知識を形作った

本や新聞社での活動を記念する本など、様々なジャン

ルにわたっていたことがわかります。 

私たちも、たくさんの本に囲まれている毎日ですが、

1つ1つの本から得られる情報を自分の糧にもしたい

ですよね。展示期間は３月８日（日）までとなります。

どうぞ、足をお運びください。(*^_^*) 

連絡・意見交換など 

●庭園だより紹介 

・シイノキとスダジイについて、話題になりました。 

・先日、小さい鳥がたくさん集まっていたことがあ 

ったが、なんだろうか？（日暮さん）→シジュウ

カラやコゲラか…。 

●ダイヤモンド富士について紹介 

・荒井さんのご友人の方がダイヤモンド富士の写真 

を撮影しました。→回覧しました。 

●来荘者の方の情報について（日比野さん） 

→情報提供ありがとうございました。 

●ひなのまつりおよびイベントについて 

・２月２４日（火）～３月８日（日） 

まで、「ひなのまつり」を開催します。 

・２月２３日（月）に準備、３月９日（月）に片づけ

を行います。 

→お時間ありましたら、両日、９時半からお集まりく

ださい。 

・また、２月２８日（土）１０時～１４時半（売切れ

次第終了）で、あびこ農産物直売所あびこん加工部

の方のご協力により、新館にて「桜餅実演販売」を

行うことになりました。当日は、新館でお茶をご用

意し、ご来荘された方に桜餅を食べていただこうと

考えています。 

●報告等 

・桜餅を旧村川別荘でいただき、その足で「いろいろ

八景コンサート」へお越しいただきたい。席はだい

ぶ埋まってきていますが、まだ残席はあるので、お

時間がよかったらぜひ…。 

・「景観あびこ」最新号を少々置いていきます。景観散

歩中にあった反省点等、書いてありますので、行か

れた方はぜひ手にとってお読みになってください。 

・あびバス景観散策 MAP「パート２」が出ました。

パート１に引き続き、大変細かく、様々な情報が書

かれています。これを持って、我孫子を散策してほ

しいと思います。ただ、乗り継ぎをするのが大変な

ので、車窓空間はもとより、バスを降りて歩くとい

うスタイルで散策を楽しんでいただければと思いま

す。村川別荘でも、ぜひご紹介お願いします。 

１月の来荘者数 

平成27年１月の来荘者数は、１６５人でした！ 

平成26年１月 ３１５人 

平成25年１月 ２７７人 

平成24年１月   ０人（工事のため） 

1月に入って、雪がちらつき始めました。

突然の大雪になりませんように…。 

次回の月例会は・・・ 

次回の月例会は３月1日（日）9時３０分から旧

村川別荘新館で開催しますが、シフト確認等が終わ

りましたら、そのまま歩いて白樺文学館へ移動しま

す。そこで、１０月月例会時と同様に白樺文学館の

特別企画展の解説を実施する予定です。 

みなさま、よろしくお願いいたします。(^_^)/ 
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月例会が開催されました 

３月の月例会が開催され、３月分および４月分の

シフトが確認されました。変更点などがございまし

たら、ご連絡いただければと思います。 

気づけば3月になりました。

２月２４日（火）～開始され

た「ひなのまつり」も無事に

終了し、段々と春が近づく予

感がする毎日です（ひなのま

つりについては後半に詳しく！）。 

白樺文学館特別企画展示解説 

 今月は、３月１日（日）～５月２４日（日）まで

開催の特別企画展「我孫子・白樺派を継ぐ者―原田

京平の生涯―」を、現地白樺文学館で、直接解説を

聞きながら見学しました。 

●原田京平とは？ 

 原田京平（恭平、聚文、和周）は、

1895（明治28）年に静岡で生まれま

した。1913（大正2）年、18歳の時

に上京し、洋画家の道へと進みます。画家、歌人と

してこの我孫子を描き、我孫子を詠んだ人物です。 

 我孫子へは、1921（大正10）年10月に新妻睦
む つ

を連れて、島田久兵衛の別荘へ来たことにはじまり

ます。当時、我孫子に在住していた志賀直哉とも近

所であったため、交流も深かったとされています。 

1928（昭和3）3月には、7年間居住した我孫

子から世田谷に移り、1936（昭和11）年1月に

40歳という短い生涯を閉じました。 

●白樺派と民藝との関わり 

 原田京平と白樺派、民藝との関わりは志賀直哉との

交流に始まります。志賀との交流を通して、柳宗悦と

交流があったことを示す写真が残っています。1924

（大正13）年京都山科志賀邸の写真では、その交流

を示すように志賀の家

族と共に写真に写って

います（一番左端が原

田京平）。原田京平の長

女・麻那は、柳の甥で

染織家の柳悦孝に弟子

入りしています。 

●原田恭平像について 

 「原田恭平像」は、佐藤朝山（1888

～1963）の若き日の作品です。佐藤

が友人への贈り物として作成されたも

のだと推測されます。 

●歌人、画家として 

 原田京平は2つの顔を持っていました。歌人として、

国文学者であった窪田空穂に師事し、画家として自由

画教育などを展開した山本鼎に師事しています。原田

は画家というのが本業であったと言えますが、窪田が

原田の遺歌集に寄せた文章には、歌人として「原田君

の本質をなしてゐたものである」と評価しており、また、

同じく遺歌集に寄せた山本の文章には、原田のことを

「而して其の成績が人の目につき出したは、所謂彼れの我

孫子時代である。」と、評しています。原田が我孫子で

読んだ歌は50首を越えて

おり、原田にとって、我孫子

が創作活動をする場所とし

て、最適であったと言えるで

しょう。 

●我孫子の新たな偉人原田京平 

 原田にとって、我孫子は、歌人として、画家として

の創作地であり、また、2人の娘を育てた新婚生活を

営んだ場所でした。長女麻那は柳悦孝に師事したのち、

染織家としての道を歩みます。次女の南は、画家とし

て活躍し、京平の妻睦も画家としての素質を 

平成２７年３月２４日発行 

旧村川別荘市民ガイド事務局 

我孫子市教育委員会 文化・スポーツ課 

歴史文化財担当：須藤、工藤、田中  

〒270-1166 

我孫子市我孫子 1684 番地 

TEL:04-7185-1５83（直通） 

E-mail:abk_bunka@city.abiko.chiba.jp ９６ 
 

（今年のひなのまつりは 

干支・ひつじのお出迎え♪） 

（原田京平のスケッチ類） 

（原田恭平像） 

「京都山科の志賀邸にて」 

（前列左から橋本基、万亀子、留女子。後列左か

ら原田京平、志賀康子、志賀直哉、九里四郎、

柳兼子、志賀寿々子、柳宗悦） 
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備え、京平の死後、2人の娘を育てあげました。原田

家は、まさに芸術一家というにふさわしい一家であっ

たということが言えます。 

京平と睦が我孫子の地に暮らし、志賀直哉、若き画

家たちとの交流、そして、娘たちへの芸術の継承…。

我孫子の白樺派の文化空間という「地」の継承者こそ、

原田京平であったといっても過言ではありません。 

このように、原田京平は我孫子にとって、誇るべき

偉人の一人として、改めて評価されるべき存在と言え

るでしょう。 

2階の小展示室には、

そんな原田京平旧蔵の

朝鮮民具、満州絵葉書、

そして長女麻那（1922

～2006）の染織作品

「連珠華紋留袖」などを展示

しています。原田一家のこと

を少しでも知るきっかけにな

ると思います。 

この機会にぜひ、足をお運

びください。よろしくお願いいたします。!(^^)! 

★「ひなのまつり」報告★ 

今年は２月２４日（火）～３月８日（日）まで「ひ

なのまつり」が開催されました。 

今年は、日本古来の五節句の

コーナーを設け、桃の節句はも

ちろんですが、人日、端午、七

夕、重陽の節句と、季節に応じ

た節句に込められた願いを改めて認識する機会とな

りました。大変評判がよかったです。(*^_^*) 

２月２８日（土）に行われた“桜餅実演販売”に

ついても、大変好評のうち終了いたしました。当日

は、新館に商品を買い求めにいらっしゃったお客様

が186名。その日の来荘者数の全体は384名を数

えました。今回、あびこ農産物直売所あびこんとの

協同イベントは初めてでしたが、充実した一日だっ

たと思います。今回得られた

ものをさらに磨いて今後のイ

ベントの企画・運営に活かし

ていきたいと考えております。 

今年は昨年以上に熱心なお

客様も多く、つるし雛や手縫

いのお人形一つ一つに感動さ

れ、足を止めてじっくりご鑑

賞いただいた時間も多かった

と思います。これも、鷲見さ

んの温もりがこもった演出が

あったからこそです。 

ご協力くださった鷲見さん

をはじめ、ガイドのみなさま、

スタッフのみなさま本当にありがとうございました。 

連絡・意見交換など 

●庭園だより 

・今回はまた違った形式にしてみました。参考にし

てみてください。 

●旧村川別荘10周年に関連して 

・来年（平成２８年）10 月 18 日で旧村川別荘の

ガイド開始から 10 年の節目を迎えます。そのた

め、パンフレットの改訂や村川の文化財としての   

価値を改めて見直し、様々な場面で PR していっ

た方がよいのではないだろうか。 

⇒このようなご意見を踏まえ、10周年に向け再度、

旧村川別荘についての勉強をし直す等ガイドのみ

なさんと一緒に新たに学んでいきたいと思います。 

★内覧会報告★ 

3 月 13 日（金）に白樺文学館と杉村楚人冠記念

館の内覧会を実施いたしました（白樺文学館の内容

は月例会と同様の内容です）。今回、ご周知が遅くに

なってしまい、申し訳あり

ませんでした。ご参加いた

だいたみなさま、ありがと

うございました♪ 

（左：内覧会の様子。写真は杉村邸にて。） 

２月の来荘者数 

平成2７年２月の来荘者数は、1,072人でした！ 

平成26年2月 1,006人 

平成25年2月  ８８２人 

平成24年2月    ０人（工事期間中のため） 

次回の月例会は・・・ 

次回の月例会は４月1日（水）9時３０分か

ら旧村川別荘新館で開催いたします。(^_^)/ 

（原田麻那作「連珠華紋留袖」） 
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